
委員会レポート
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議案第54号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
　　　　　　条例の制定について　……………………………………………………………………………　賛成多数で可決
議案第55号　霧島市営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について　……………………　全会一致で可決
議案第62号　霧島市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について　……………　賛成多数で可決　
議案第64号　財産の取得について　……………………………………………………………………………　全会一致で可決

議案第54号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
　　　　　　条例の制定について　……………………………………………………………………………　賛成多数で可決
議案第55号　霧島市営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について　……………………　全会一致で可決
議案第62号　霧島市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について　……………　賛成多数で可決　
議案第64号　財産の取得について　……………………………………………………………………………　全会一致で可決

審査した議案を掲載しています
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す
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す
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来
年
度
か
ら
運
用
を
開
始

し
よ
う
と
す
る
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
関
す
る
議
案

で
、
臨
時
、
非
常
勤
職
員
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
ご
と
に
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用
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準
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で
あ
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た
。
今
回
、
新
た
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会
計
年

度
任
用
職
員
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い
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統
一
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な
取
扱
基
準
を
設
け
よ
う
と

す
る
も
の
。

　

ま
た
、国
か
ら
同
一
賃
金
、

同
一
労
働
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
な
ど
、
臨
時
職

員
等
の
待
遇
改
善
も
長
年
の

課
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
期
末
手
当
が
支
給
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
、改
正
点
と
な
っ
て
い
る
。
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ポ
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ト

各常任委員会に付託された案件について、審査した内容と結果を掲載しています

総務環境常任委員会

504万8,000円
こども館の設置に要する経費

介護保険 ３億6,909
万円

特別会計区分 補正予算額 主な内容

介護給付費準備基金への
積立など

下水道事業 251万円 配管の不具合に伴う賠償
金

その他の会計の補正予算

◎有村隆志　　〇松枝正浩　　山口仁美　　川窪幸治　　愛甲信雄　　德田修和
　阿多己清　　　前島広紀　　厚地　覺　　植山利博　　前川原正人 ◎委員長　○副委員長

予算常任
委員会

員
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て

い
い
か
。

答　
そ
う
で
あ
る
。
今
回
す

べ
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
り
、
い
わ
ゆ
る
臨
時
職
員

は
い
な
く
な
る
。

反
対
討
論

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

は
、
臨
時
、
非
常
勤
の
正
規

化
や
正
規
職
員
化
に
よ
る
職

員
定
数
な
ど
の
根
本
的
改
善

策
が
示
さ
れ
な
い
な
か
で
行

わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
正

規
職
員
の
定
数
が
削
減
さ
れ

る
一
方
、
臨
時
非
常
勤
の
職

員
が
増
え
続
け
て
い
る
現
状

に
あ
る
。
本
来
、
職
員
定
数

の
枠
を
広
げ
て
常
勤
の
職
員

に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が

な
さ
れ
な
い
な
か
で
、
こ
の

制
度
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
は
、
会
計
年

度
ご
と
の
任
用
と
雇
い
止
め

を
自
治
体
の
判
断
で
進
め
る

こ
と
を
可
能
に
し
て
お
り
、

合
法
的
な
人
員
の
調
整
弁
と

な
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
。

賛
成
討
論

　

こ
れ
ま
で
、
臨
時
職
員
の

任
用
や
処
遇
面
に
つ
い
て

は
、根
拠
法
令
が
無
か
っ
た
。

今
回
の
条
例
制
定
等
に
よ

り
、
臨
時
職
員
の
任
用
上
の

課
題
や
給
与
等
を
含
め
た
処

遇
上
の
課
題
な
ど
が
解
決
で

き
る
と
思
う
。
ま
た
、
本
市

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
場

合
、
給
与
や
処
遇
面
な
ど
県

下
18
市
の
な
か
で
も
、
比
較

的
良
い
条
件
で
充
実
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
臨
時
、
非

常
勤
職
員
の
位
置
付
け
、
任

用
制
度
、
給
与
制
度
等
の
面

で
明
確
化
し
、
働
き
や
す
い

環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を

評
価
す
る
。

霧
島
市
営
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
分
体
育
館
内
に
新
た
な

冷
暖
房
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
伴
い
使
用
料
を
定
め
る

も
の
。
料
金
は
、
１
階
部
分

１
時
間
あ
た
り
全
面
１
５
０

０
円
、
半
面
７
５
０
円
。

問　
料
金
設
定
は
、
他
市
に

比
べ
て
安
い
状
況
で
あ
る

が
、
積
算
根
拠
は
な
に
か
。

答　
想
定
し
た
稼
働
日
数
、

稼
働
時
間
等
を
基
に
時
間
当

た
り
の
基
本
料
金
を
算
出
し

て
お
り
、
基
本
料
金
に
従
量

料
金
を
加
え
て
算
出
し
て
い

る
。
市
民
の
方
々
に
利
用
し

や
す
い
料
金
設
定
と
し
た
。

委員会審査の様子

令和元年度霧島市一般会計補正予算（第５号）

総額を628億971万7,000円に17億7,077万9,000円を追加
こども館や災害復旧に係る予算を増額

子育て世帯が親子で利用できる施設環境を整備
するための建築改修工事設計業務委託料ほか。
問　なぜ、国分ハイテク展望台なのか。既存施設
の活用は理解できるが市街地ではいけない
のか。

答　今回、ハイテク展望台に建設して検証し、ほ
かの所にもサテライト的に造っていきたい。
今後、場所については，また検討していくと
いうことになる。

6,400万円
梅雨前線豪雨で被災した施設等の本格的
な復旧に要する経費
農地・農業用施設を早急に復旧し機能回復を図
る工事請負。
問　６月末からの大雨で発生した、改修費用や施
設への対応はこれですべてか。積み残しが
あった場合は、次の補正で対応するのか。

答　現段階では、災害については全部調査をし
て積み残しはないと理解している。

１億5,770万円
梅雨前線豪雨で被災した公共土木施設
災害復旧に要する経費
被災した河川施設３件と市道の公共災害12件に
係る工事請負。
問　台明寺の永谷橋下流の復旧工事も含まれて
いるのか。

答　郡田川の災害ということで県のほうで対応
している。

243万円

保育園，認定こども園等との公平性を図る
ための子育て支援新制度に要する経費

新制度未移行幼稚園の低所得者世帯等へ給食
費（副食費）の一部を助成。
問　新制度未移行の幼稚園が何園あり，園児数
が何名いるのか。

答　対象施設数が２園で、補助対象者を90名見
込んでいる。

91万6,000円

幼児教育・保育の無償化に伴う子ども・
子育て支援新制度に要する経費

給食費のうち副食費相当分低所得世帯等からの
徴収を免除。
問　免除対象の人数と、副食費単価はいくらか。
答　対象人数は38人。副食費は給食センター
でそれぞれ単価が違う。陵南幼稚園が
2,880円。大田幼稚園が3,400円。富隈幼
稚園が3,310円。牧之原幼稚園が3,270円
である。

国分体育館

国分ハイテク展望台国分ハイテク展望台
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